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◇書 評◇

JamesA.Aho,

跖 θPO伽680f窺9玩 θ0πSπθS8ノ弼 励0σ ゐr`sf伽Pα 痂0`εS〃8

UniversityofWashingtonPress,1990

渡 邊 太

一
九
七
〇
年
代
半
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
右
翼
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
終
結
が
楽
天
的

に
語
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、

一
九
八
○
年
代
に
入
る
と
、
保
守
主
義
の
リ
バ
イ

バ
ル
と
と
も
に
極
右
運
動
は
息
を
吹
き
返
す
。
極
右
運
動
は
、
ア
メ
リ
カ
史
に

お
い
て
繰
り
返
し
登
場
す
る
が
、そ
の
実
像
は
正
確
に
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。

右
翼
思
想
の
多
く
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
理
念
を
掲
げ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら

の
運
動
は
キ
リ
ス
ト
教
愛
国
主
義
運
動
と
呼
ば
れ
る
。

マ
ス

・
メ
デ

ィ
ア
上
で
は
、
極
右
運
動
の
メ
ン
バ
ー
は

「憎
悪
に
凝
り
固
ま

っ
た
ネ
オ

・
ナ
チ
」
と
し
て
、
し
ば
し
ば

一
面
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
描
か
れ
る
。

そ
の

一
方
で
、
極
右
運
動
に
つ
い
て
の
社
会
学
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
は
、
ほ

と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
宗
教
と
暴
力
の
関
係
を
専
門
と
し
て
研
究
す
る
社

会
学
者
ジ

ェ
イ
ム
ズ

・
ア
ホ
ー
は
、
二
次
的
資
料
に
依
拠
せ
ず
に
、
ア
イ
ダ
ホ

を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
積
極
的
に
極
右

の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。
ア
イ
ダ

ホ
を
選
ん
だ
理
由
は
、
キ
リ
ス
ト
教
愛
国
主
義
グ
ル
ー
プ
の
大
部
分
が
ア
イ
ダ

ホ
に
基
盤
を
置
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
研
究
成
果
が
、
本
書

『正
義
の

政
治
学
ー
ア
イ
ダ
ホ
の
キ
リ
ス
ト
教
愛
国
主
義
1
』
で
あ
る
。
自
由
な
会
話
形

式
に
よ
る
非
構
成
的
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
を
軸
と
し
た
ア
ホ
ー
の
研
究
は
、
極
右
運

動
の
実
像
を
初
め
て
描
き
出
し
た
と
い
う
点
だ
け
で
も
、
十
分
に
有
意
義
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。

キ
リ
ス
ト
教
愛
国
主
義
の
世
界
を
、
い
か
に
し
て
理
解
可
能
な
形
で
記
述
す

る
か
が
本
書
の
第

一
の
課
題
で
あ
る
。
ア
ホ
ー
は
キ
リ
ス
ト
教
愛
国
主
義
運
動

を
理
解
す
る
た
め
に
、
内
在
的
理
解
と
外
在
的
理
解
の
二
種
類
の
戦
略
を
用
い

る
。
本
書
の
第

一
部
は
、
キ
リ
ス
ト
教
愛
国
主
義
運
動
の
世
界
観
を
内
在
的
に

理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
第
二
部
で
は
外
在
的
理
解
と
し
て
、
キ
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リ
ス
ト
教
愛
国
主
義
運
動
に
つ
い
て
の
因
果
的
分
析
が
試
み
ら
れ
る
。
運
動
を

内
側
と
外
側
の
両
方
向
か
ら
見
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ア
ホ
ー
は
、
キ
リ
ス
ト
教

愛
国
主
義
を

一
面
的
で
な
い
方
法

で
理
解
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
し
か

し
、
内
在
的
理
解
に
は
困
難
な
問
題
が
は
ら
ま
れ
て
い
る
。
対
象
に
外
在
す
る

視
点
を
放
棄
す
る
こ
と
な
く
、
信
仰
を
内
在
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
の
か
。
ア
ホ
ー
の
研
究
は
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
た
め
の
出
発
点
に
な
り

う
る
だ
ろ
う
。

ア
ホ
ー
に
よ
る
内
在
的
理
解
の
試
み
は
、
「敵
」
を
め
ぐ
る
考
察
を
基
軸
と

し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ア
ホ
ー
に
よ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
は

「敵
」
を
つ

く
り
出
す

(八
八
頁
)
。
「敵
」
を
め
ぐ
る
観
念
に
よ

っ
て
宗
教
的
世
界
観
が
形

作
ら
れ
、
「敵
」
に
対
す
る
共
通
の
感
情
が
人
び
と
を
連
帯
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
愛
国
主
義
者
は
、
「
敵
」
と
の
戦
い
を

「
正
義
の
政
治
学
」
と
し

て
表
現
す
る
。
「
正
義
の
政
治
学

」
の
中
心
的
な
主
題
は
、
神
の
支
配
の
転
覆

を
も
く
ろ
む
サ
タ
ソ
と
の
戦

い
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

「
敵
」
の
創
出
は
、
「
正

義
の
政
治
学
」
を
規
定
す
る
根
本
原
理
と
な
る
。
急
進
的
な
愛
国
主
義
者
の

一

部
が
テ
ロ
リ
ズ
ム
な
ど
の
暴
力
行
為
を
引
き
起
こ
す
の
は
、
彼
ら
が

「
邪
悪
な

意
図
」
を
も

っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
。
む
し
ろ

「
良
い
意
図
」
の
実
現
を
望

む
か
ら
こ
そ
、
結
果
的
に
暴
力
手
段
に
訴
え
て
し
ま
う
の
だ
。
よ
り
大
い
な
る

善
の
た
め
に
は
、
犠
牲
も
や
む
を
得
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る

(八

一
頁
)
。

キ
リ
ス
ト
教
愛
国
主
義
者
か
ら
す
れ
ば
、
現
代
ア
メ
リ
カ
社
会
の
堕
落
は
サ
タ

ン
の
陰
謀
に
よ
る
。
人
種
的

・
民
族
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
平
等
権
、
世
俗
的
ヒ

ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、
同
性
愛
、
人
工
妊
娠
中
絶
、
犯
罪
、

高
利
貸
し
と
い

っ
た
道
徳
侵
害
が
サ
タ
ン
の
陰
謀
の
指
標
と
さ
れ
る
。
キ
リ
ス

ト
教
愛
国
主
義
の
目
標
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
価
値
と
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
保
持

で
あ
る
。
思
想
的
に
見
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
愛
国
主
義
者
は
保
守
で
あ
る
が
、
.

彼
ら
は
目
的
実
現
の
た
め
に
は
革
命
的
手
段
の
使
用
も
辞
さ
な
い
。
神
の
秩
序

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
「敵
」
を
葬
り
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

「狂
信
的
な
ネ
オ

・
ナ
チ
」
と
い
う
極
右
の
メ
デ

ィ
ア

・
イ
メ
ー
ジ
は
、
ア

ホ
ー
が
実
際
に
会

っ
て
話
し
た
極
右
の
印
象
と

一
致
し
な
か

っ
た
。
「憎
悪
」
、

「
ナ
チ
」
、
「
狂
気
」
と
い

っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
単
な
る
行
為
の
記
述
で
は
な
く
、

特
定

の
行
為
者
に
対
す
る
中
傷
を
暗
に
意
味
し
て
い
る
。
極
右
運
動
の
メ

ソ

バ
ー
は
、
マ
ス

・
メ
デ
ィ
ア
か
ら

「
ヘ
イ
ト

・
グ
ル
ー
プ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と

を
嫌
う
。
彼
ら
の
言
い
分
に
よ
れ
ば
、
極
右
は
、
黒
人
や
東
洋
人
を
憎
ん
で
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
は
自
分
の
人
種
を
愛
し
て
い
る
だ
け
な
の
だ
。
他
の

人
種
を
排
除
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
彼
ら
の
人
種

(白
人
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
)
が
他
の
人
種

(黒
人
や
東
洋
人
、
メ
キ
シ
カ
ン
)
に
よ

っ
て
脅
か
さ
れ

て
い
る
事
態
に
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(
六
九
頁
)
。
キ
リ
ス
ト

教
愛
国
主
義
の
根
源
に
は
、
憎
悪
で
は
な
く
、
愛
が
あ
る
の
で
あ
る
。

想
定
さ
れ
る
敵
の
種
類
に
従

っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
愛
国
主
義
は
、
「
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ

・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
」
と

「
キ
リ
ス
ト
教
憲
法
主
義
者
」
と
に
、
理

念
型
的
に
分
類
さ
れ
る

(
一
七
頁
)。
↓
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ

・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
」

は

「
ユ
ダ
ヤ
人
」
を
敵
と
想
定
す
る
。
「
キ
リ
ス
ト
教
憲
法
主
義
者
」
は
、
彼

ら
の
敵
と
し
て
特
定
の
人
種
的
民
族
的
グ
ル
ー
プ
を
明
示
す
る
こ
と
を
好
ま
ず
、

「内
部
者
」
と
い
っ
た
抽
象
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
使
用
す
る
。

「
ア
イ
デ
ソ
テ
ィ
テ
ィ

・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
」

の
起
源
は
、
新
し
い
エ
ル
サ
レ

ム
、
神
と
の
契
約
者
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
と
い
う
理
念
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
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理
念
は
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
的
経
験

に
深
く
関
わ

っ
て
い
る
。
国
家
と
し
て
の
ア

メ
リ
カ
の
起
源
が
、
地
上
に
お
け
る
神
の
国
の
実
現
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
的
理

念
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ

・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
」

の
世
界
観
の
基
本
的
な
構
成
要
素
は
、
二
元
論
、
陰
謀
説
、
悪
の
象
徴
と
し
て

の
ユ
ダ
ヤ
人
、
ア
ソ
グ
ロ

・
イ
ス
ラ
エ
ル
主
義

(
ユ
ダ
ヤ
人
で
は
な
く
ア
ン
グ

ロ

・
サ
ク
ソ
ソ
こ
そ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
ロ
神
の
民
で
あ
る
と
い
う
思
想
)
で
あ
る
。

二
元
論
に
お
い
て
、
世
界
は
善
と
悪
、
神
と
サ
タ
ソ
、
光
と
闇
と
い

っ
た
二
項

対
立
図
式
で
構
成
さ
れ
る
。
神
の
側
で
は
、
清
潔
、
純
粋
、
清
浄
が
、
サ
タ
ン

の
側
で
は
、
病
原
菌
、
ウ
ィ
ル
ス
、
バ
ク
テ
リ
ア
、
病
気
が
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

用
い
ら
れ
る
。
陰
謀
説
は
歴
史
解

釈
の
枠
組
み
と
な
る
。
歴
史
の
背
後
に
は
、

何
も
の
か
の
意
志

(サ
タ
ン
の
陰

謀
)
が
働

い
て
お
り
、
そ
れ
が
現
代
社
会
を

堕
落

へ
と
導
い
た
。
陰
謀
の
首
謀

者
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
。
サ
タ
ソ
を
打
倒
し

新
し
い
秩
序
を
担
う
の
は
、
神
に
選
ば
れ
た
白
色
人
種
を
お
い
て
他
に
な
い
。

白
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
優
越
性
は
、
独
特
の
語
源
学
、
占
星
学
、
数
秘
学
に
よ

っ
て
証
明
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ
の
証
明
は
ト
ー
ト
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「我
々
は
神
に
選
ば
れ
た
民
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
我

々
は
神
の
恩
寵
を
賜

っ
て

い
る
か
ら
だ
。
我
々
が
神
の
恩
寵

を
賜

っ
て
い
る
こ
と
は
、
我

々
が
選
ば
れ
た

民
で
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ

る
」
と
い
う
論
理
で
あ
る

(
=

三
頁
)
。

「キ
リ
ス
ト
教
憲
法
主
義
」
は
、

}
九
七
〇
年
代
前
半
の
徴
税
政
策
に
対
す

る
抵
抗
運
動
に
端
を
発
す
る
。
多

く
の
ア
イ
ダ
ホ
人
は
、
憲
法
が
保
証
す
る
個

人
の
自
由
が
、
徴
税
政
策
に
よ

っ
て
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。
こ
れ
ら
の

徴
税
政
策

へ
の
抵
抗
運
動
が

「
キ
リ
ス
ト
教
憲
法
主
義
」
の
源
流
で
あ
る
。
「キ

リ
ス
ト
教
憲
法
主
義
」
の

一
つ
で
あ
る
ジ
ョ
ソ

・
バ
ー
チ

・
ソ
サ
エ
テ
ィ
は
、

モ
ル
モ
ン
教
(末
日
聖
徒
イ
エ
ス

・
キ
リ
ス
ト
教
会
)
の
教
義
と
ジ
ョ
ン

・
バ
ー

チ

・
ソ
サ
エ
テ
ィ
の
政
治
的
目
標
の
平
行
性
を
主
張
し
、
モ
ル
モ
ン
教
徒
か
ら

の
メ
ン
バ
ー
動
員
を
企
て
た
。
モ
ル
モ
ン
教
は
、
極
右
を
公
式
に
は
承
認
し
て

は
い
な
い
が
、
結
果
的
に
そ
の
動
員
の
受
け
皿
と
な

っ
た
。
モ
ル
モ
ン
の
教
義

に
含
ま
れ
て
い
る
愛
国
主
義
的
要
素
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の

同

一
視
、
善
と
悪
の
二
元
論
、
陰
謀
説
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
「
モ
ル
モ
ン
書
」

に
お
い
て
ユ
ダ
ヤ
人
は
好
意
的
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
モ
ル
モ
ン

教
の
要
素
を
受
け
継
い
だ
た
め
に
、
「
キ
リ
ス
ト
教
憲
法
主
義
」
は
、
憎
悪
を

ユ
ダ
ヤ
人
で
は
な
く
抽
象
的
な
敵
に
向
け
る
こ
と
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る

(
=
一二

頁
)。
以
上
が
第

一
部
で
記
述
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
愛
国
主
義
運
動

の
概
要
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
第
二
部
で
、
ア
ホ
ー
は
極
右
運
動
に
つ
い
て
の
社
会

学
理
論
を
検
討
す
る
。

極
右
に
関
す
る
社
会
学
理
論
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
極
右
運
動

へ
の
参
加

の
原
因
を
、
公
教
育
の
欠
如
に
帰
属
さ
せ
る
教
育
理
論
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

(地

域
だ
け
に
限
ら
ず
、
結
婚
や
職
業
、
宗
教
参
加
、
政
治
参
加
も
含
む
)
か
ら
の

疎
外
に
帰
属
さ
せ
る
大
衆
理
論
が
あ
る
。
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
基
づ
く
ア
ホ
ー
の

検
証
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
ア
イ
ダ
ホ
に
お
い
て
は
、
教
育
理
論
と
大
衆
理

論
は
適
用
で
き
な
い
。
ア
ホ
ー
の
収
集
し
た
デ
ー
タ
か
ら
は
極
右
運
動
参
加
者

が

一
般
の
ア
メ
リ
カ
人
よ
り
も
教
育
程
度
が
低
い
と
い
う
証
拠
は
得
ら
れ
な
か

っ
た

(
一
四
〇
頁
)。
ま
た
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
疎
外
は
、
運
動
参
加
の

原
因
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、そ
の
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
(
一
六
二
頁
)。

こ
れ
ら
の
理
論
に
取

っ
て
代
わ
る
説
明
と
し
て
、
ア
ホ
ー
は
政
治
的
社
会
化
理

論
を
提
起
す
る
。
政
治
的
社
会
化
理
論
に
よ
れ
ば
、
極
右
運
動

へ
の
参
加
に
は
、
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子
ど
も
の
と
き
に
受
け
た
宗
教
教
育
が
影
響
し
て
い
る
。
実
際
、
ア
ホ
ー
が
調

査
し
た
ア
イ
ダ
ホ
の
愛
国
主
義
老

の
サ
ン
プ
ル
の
八
○

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
で
の
宗
教
教
育
を
受
け
て
い
た

(
一
六
六
頁
)
。
教
義
的

に
は
両
者
は
親
和
性
を
も

つ
。
聖
な
る
存
在
の
絶
対
的
な
超
越
性
、
現
世
の
罪

の
強
調
、
女
性
嫌
悪
、
世
俗
内
禁
欲
、
陰
謀
説
、
天
啓
史
観
は
、
両
者
に
共
通

の
要
素
で
あ
る
。
さ
ら
に
詳
し
く
見
れ
ば
、
「
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ

・
ク
リ
ス

チ
ャ
ソ
」
の
五
九

・
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト

・
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ

リ
ス
ト
の
宗
教
的
背
景
を
も
つ
の
に
対
し
て
、
「
キ
リ
ス
ト
教
憲
法
主
義
者
」

の
六
五

・
四
パ
ー
セ
ソ
ト
が
モ
ル

モ
ン
教
の
宗
教
的
背
景
を
も

つ

(
一
七
五

頁
)
。

ユ
ダ
ヤ
人
問
題
を
め
ぐ
る
両
者

の
態
度
に
見
ら
れ
る
差
異
は
、
宗
教
的

な
育
ち
の
違
い
に
由
来
す
る
と
推
定
で
き
る
。

一
般
化
し
て
言
え
ば
、
現
在
の

宗
教
選
好
は
過
去
の
宗
教
的
背
景

に
よ

っ
て
決
定
的
に
影
響
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
極
右
の
宗
教
的
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
は
、
な
ぜ

彼
ら
が
極
右
運
動
に
参
加
す
る
の
か
を
説
明
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
「
ア

イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ

・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
」
に
参
加
し
な
い
フ
ァ
ソ
ダ
メ
ソ
タ
リ
ス

ト
や
、
「
キ
リ
ス
ト
教
憲
法
主
義
」
に
参
加
し
な
い
モ
ル
モ
ン
教
徒
の
方
が
、

圧
倒
的
に
多
数
を
占
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
ア
ホ
ー
は
、
動
員
の
多

段
階
理
論
と
資
源
動
員
論
を
援
用
す
る
。
極
右
運
動

へ
の
動
員
は
、
身
近
な
オ

ピ
ニ
オ
ン

・
リ
ー
ダ
ー
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。
極
右
の
メ

ン
バ
ー
と
接
触
の
あ

る
個
人
は
、
極
右
運
動
に
参
加
す
る
機
会
を
も

つ
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
が
運
動

に
参
加
す
る
か
ど
う
か
は
、
個
人
の
合
理
的
選
択
に
よ
る
。
行
為
者
は
、
運
動

参
加
か
ら
得
ら
れ
る
見
込
み
の
あ
る
集
合
財
お
よ
び
私
的
財
と
そ
の
獲
得
に
か

か
る

コ
ス
ト
と
を
考
慮
し
た
結
果
、
利
得
を
最
大
化
す
る
よ
う
に
合
理
的
に
選

択
す
る

(
一
九

一
頁
)
。
ア
ホ
ー
の
理
論
は
簡
明
で
あ
る
が
、
極
右
運
動
に
つ

い
て
の
社
会
学
理
論
と
し
て
有
意
義
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
従
来
の
社
会
学
理

論
は
、
「
孤
立
し
た
憎
悪
者
」
と
い
う
極
右

の
メ
デ
ィ
ア

・
イ
メ
ー
ジ
を
無
批

判
的
に
前
提
し
て
い
た
の
で
、
極
右
メ
ソ
バ
ー
の
社
会
的
接
触
に
目
を
向
け
な

か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
極
右
運
動
が
発
生
し
た
の
か
と
い
う

問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
運
動
参
加
を
説
明
す
る
こ
と
と
、
運
動
の
発
生
を
説

明
す
る
こ
と
と
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
ア
ホ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
極
右

運
動
の
周
期
に
着
目
す
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
約
三
十
年
ご
と
に
極
右
運
動
の
興

隆
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
周
期
と
経
済
的
周
期
と
を
関
連
さ
せ
て
、
社
会
的
地
位

を
脅
か
さ
れ
た
階
級
が
、
上
昇
し

つ
つ
あ
る
階
級
の
台
頭
に
抗
し
て
文
化
的
伝

統
に
固
執
す
る
と
仮
定
す
る
地
位
置
き
換
え
理
論
は
、
ア
メ
リ
カ
史
の
事
実
と

合
致
し
な
い
。
極
右
運
動
は
、
地
位
を
脅
か
さ
れ
た
階
級
の
怯
え
た
反
応
で
は

な
く
、
上
昇
し

つ
つ
あ
る
階
級
の
自
信
の
現
れ
な
の
で
あ
る

(
二

一
六
頁
)
。

そ
こ
で
ア
ホ
ー
は
、
カ
ー
ル

・
マ
ン
ハ
イ
ム
の
政
治
世
代
概
念
に
依
拠
す
る
。

極
右
の
周
期
は
、
経
済
周
期
よ
り
も
政
治
周
期
に
関
係
す
る
。
各
世
代
は
政
治

参
加
後
最
初
の
十
五
年
を
既
存
の
権
力
と
の
闘
争
に
費
や
す
。
そ
の
後
十
五
年

間
権
力
を
握
り
、
ま
た
次
の
世
代
に
打
倒
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
。
政
治
世
代
は

特
定
の
歴
史
的
出
来
事
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
る
。
極
右
運
動

世
代
に
共
有
さ
れ
た
歴
史
事
象
は
、没
落
す
る
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
体
験
で
あ
る
。

こ
の
世
代
体
験
に
基
づ
い
て
彼
ら
は
既
存
の
権
力
に
挑
戦
し
て
い
る
の
だ

(
二

二
三
頁
)
。
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以
上
の
よ
う
に
、
第
二
部
に
お

い
て
ア
ホ
ー
は
、
政
治
的
社
会
化
理
論
、
機

会
構
造
論
、
資
源
動
員
論
、
政
治
世
代
理
論
を
駆
使
し
て
キ
リ
ス
ト
教
愛
国
主

義
運
動
を
分
析
す
る
。
だ
が
、
す

べ
て
の
理
論
的
問
題
が
解
明
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
い
。
ア
ホ
ー
は
運
動
の
発
生
を
政
治
世
代
概
念
に
よ

っ
て
説
明
す
る
。
け

れ
ど
も
世
代
概
念
を
用
い
る
と
、
再
び
、
な
ぜ
同
じ
政
治
世
代
に
属
す
る
に
も

関
わ
ら
ず
極
右
運
動
に
参
加
す
る
個
人
と
参
加
し
な
い
個
人
と
に
分
か
れ
る
の

か
と
い
う
問
題
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。
ア
ホ
ー
に
よ
れ
ば
、
星
条
旗
と
憲

法

へ
の
愛
着
は
ア
メ
リ
カ
国
民
に
共
通
の
感
情
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
共
通
感
情
と
極
右
の
理
念
と
の
問
に
存
在
す
る
ギ
ャ
ッ
プ
を
ア
ホ
ー
は

説
明
し
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
が
従
来
の
社
会
学
理
論
に
よ

っ
て
も
説
明
で
き

な
か

っ
た
こ
と
は
、
ア
ホ
ー
が
検
証
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
は
内
在
的
理
解
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
ア
ホ
ー
は
キ
リ
ス
ト
教
愛
国

主
義
の
世
界
観
を
具
体
的
に
描
く

こ
と
で
、
彼
ら
の
世
界
観
を
内
在
的
に
理
解

し
よ
う
と
試
み
た
。
し
か
し
、
キ

リ
ス
ト
教
愛
国
主
義
の
世
界
観
が
ど
の
よ
う

で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
と
、
そ
れ
が
い
か
に
し
て
信
奉
さ
れ
て
い
る
の
か
と

い
う
問
題
と
は
次
元
を
異
に
す
る
。
後
者
の
問
題
こ
そ
、
宗
教
の
内
在
的
理
解

に
と

っ
て
本
質
的
で
あ
る
。
あ
る

い
は

「
正
義
の
政
治
学
」
を
め
ぐ
る
ア
ホ
ー

の
考
察
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

の

一
つ
の
解
答
の
方
向
性
を
示
唆
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
「悪
」
を
措
定
し
、
「敵
」
を
創
出
し
た
宗
教
集
団
は
、
そ

れ
ら
の

「
敵
」
と
の
戦
い
を
英
雄
主
義
的
に
意
味
づ
け
る
。
こ
の
理
念
を
神
学

的
に
突
き
詰
め
た
結
果
が
、
「
正
義
の
政
治
学
」
で
あ
る
。
し
か
し
神
学
上
の

議
論
を
追
う
だ
け
で
は
、
内
在
的

理
解
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
公
式
教

義
上
の
展
開
と
、
そ
れ
を
信
仰
す
る
諸
個
人
の
私
的
事
情
と
が
い
か
に
結
び
つ

い
て
い
る
か
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
両
者
の
つ
な
が
り
を

外
在
的
条
件
か
ら
だ
け
で
は
な
い
仕
方
で
説
明
す
る
こ
と
が
宗
教
社
会
学
の
課

題
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
、
社
会
学
の
文
脈
に
お
け
る
宗
教
の
内
在
的
理
解

の
可
能
性
が
存
す
る
。

あ
る
特
定
の

「敵
」
の
創
出
に
関
わ
る
論
理
や
文
化
的
出
自
を
理
解
で
き
た

と
し
て
も
、
そ
う
し
て
創
出
さ
れ
た

「敵
」
を
敵
と
見
な
し
、
そ
の
敵
と
の
戦

い
を
神
聖
な
戦
い
と
し
て
実
際
に
戦
う
こ
と
ま
で
は
、
完
全
に
は
理
解
で
き
な

い
。
教
義
の
理
解
と
そ
の
実
践
と
の
間
に
は
断
絶
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
と
き
に

信
仰
者
と
非
信
仰
者
と
の
間
の
断
絶
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
信
仰

者
と
非
信
仰
者
と
の
問
に
は
、
ほ
ん
と
う
に
そ
れ
ほ
ど
の
深
い
断
絶
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
信
仰
者
ど
う
し
の
間
で
は
、
理
解
が
共
有
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ

れ
と
も
、
た
と
え
同
じ
神
を
信
ず
る
者
ど
う
し
で
あ

っ
て
も
、
信
仰
を
完
全
に

理
解
し
合
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、

抽
象
的
な
議
論
で
は
な
く
、
ア
ホ
ー
が
し
た
よ
う
に
、
具
体
的
な
事
例
を
掘
り

下
げ
て
い
く
と
い
う
方
法
こ
そ
が
、
有
効
な
手
続
き
で
あ
る
。
個
人
的
な
体
験

と
特
定
の
宗
教
の
教
義
実
践
と
の
関
わ
り
合
い
を
、
宗
教
に
内
在
す
る
形
で
描

く
こ
と
が
、
信
仰
の
理
解
と
い
う
課
題
に
取
り
組
む
た
め
の
出
発
点
と
な
る
。

信
仰
を
内
在
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
外
在
的
な
理
解
の
限
界
に
ま
で
到

達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
抽
象
的
な
議
論
に
よ

っ
て
は
不
可
能
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
言
葉
の
上
で
の
理
解
の
果
て
に
内
在
的
理
解
の
問
題
が
現

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
研
究
者
自
身
の
宗
教
に
対
す
る
姿
勢
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
否
、
自
身
の
信
仰
を
問
う
こ
と
な
し
に
信

仰
の
内
在
的
理
解
を
探
究
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
本
書
に
お
い
て
、
ア
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ホ
ー
は
、
内
在
的
理
解
と
外
在
的

理
解
と
を
対
置
し
て
い
る
が
、
「
正
義
の
政

治
学
」
と
い
う
概
念
に
両
者
の
統
合
の
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
は
、
・ア
ホ
ー
自
身
の
宗
教
に
対
す
る
姿
勢
に
基
づ
く

一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
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